































































































ある。次に古い年代のものは明治二十七年十一月十九日付の葉書であり、黒田が日清戦争に従軍するために広島にい 留守宅に届いていたが、こ 文面もきわめ くだけたものである。フランス滞在中の黒田と文通していた間 黒田も政府高官の息子としての堅苦しさを忘れて藤島 親 い文面の手紙を書 ていたの しれない。　
その後黒田が京都で第四回内国勧業博覧会の審査官をしていた頃には、次第に丁




































































美術展覧会が発足し、審査委員の顔ぶれは既に決まっていたため 帰国後の藤島は審査を仰ぐ側となった。こうした状況に藤島が不満 募らせ、二科設立の運動 加担したが、黒田の説得によっ 文展に留まり、逆に二科のメンバー 不信を買たことはよく知られている。藤島は後年もあ この状況について詳しく述べていないが、書簡から この間の事情につ ても、より明らか なる。そしてこうした何度かの緊張関係を経ていくにつれ、 と黒田 疎遠にな った様子もうかがうことができるだろう。そのこ は書簡の数の減少 反映さ ていく。　
このように藤島と黒田、久米との関係の推移は、単に藤島の内面への興味を惹く
ことに留まらず、東京美術学校や文部省美術展覧会 歴史上の転換点に関わるもであり、美術史上の意味は大きい。






























「画家たちの津（一） 」 「画家たちの津（二） 」 『陰里鉄郎著作集
（』
一艸堂、
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